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白河高原荘のご案内一 - - INFORM ATION

■利用の心弱 ●

払Jの躁襲販を葦しい刻凶報で利用するた
めにこの刺嵐心趨を守りa購人の櫨示に匪っ
て下さい.
I.ほ鯨新和桐】勇-3当日必す騎参し.剤冶蜑

S,タバコ穆実員の取餓uには十“馨をつけ
ましょう.
6,也旦 (止員.畑費宿師】□大切に扱い意

陷臼3日朝までに坦合印& ･肛 に 辱力重るときl3牛山10酷まで

で壺壜して下さいu,朝刊-氏埋
にお報いします.

l3“罰に卸法んで下さい.
-l,入済な, ｢･鷁鳰間にお虹いします.ただ

になりぼけめ
し.祓窟峠の入濱はご誼奪FさいJ

毎朝3そのままにして留い
函?閲~刊="m 為すUo、汕g M
　　　　 　 　　　　
チェックアウト 午前“爾

　　　　 　 　
　　　　 　　　. ･もん3,函口1▲‐　　

れ封緘#ふ
G.〆信先国立公直

本

　　　　

り .-、.

野試躍川の坤扣にそつた白岡岡原の短刀は.四
季折々 ,家跛くる"の飽い、遊びの滝澄も輻濾さ
h、為か℃七.晒間礬旗旅行H rキヨロロン= ｣
は、火目蜆の開明を十二分に生かし r害と光一を
テーマにくりひうUら報るぼったく新しいレジャ
-ランドがあり,ヤシ珂･プツジの雜転謀.ミスバ
ショウの自生地.粃甲子.甲子製網.十ピタキの
鎧、イワナ,ヤマメの賀趾隠、臼別島駐教導.赤
曲山、西の題薹小暮弱々 .一日では、とうてい棗
レル切れません。また.コルフ、スキー,フィー
ルドアーチェリーなど、さまさま慰ス不一ツもさ
ることながら,裔は新婦、堕は盡翼,侠はu盛、
をlばスキーといった心身のリフレツシコのための
リゾート拠点にふさわしい目崎隠現カー生かされて
おります。
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駅員 組芭舳貞.樣霊力ルシ
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鉈産 (砧用適応症}
　　　　　　　　　　
リウマチ,神程炎神経
陥、悩慢崩肉リウマチ.
幽屋,劇憎,火1風 じ
ん武彦.閑人病

築北斬評は蓋利用した脱会
･上野から所臼刺まで1鴎閏四分
･山白から紡白河まで =◆聞伍分
･師白到服よりタクシー釣皿分
製北目鋤軍道を利用しに騙古
･襲泉から白河LCまで約2帖囚I0分
･仙台から日則I.巳まで駒1貼聞30分
･盤豊から臼剥l-Cまで"嫡0"
‐郡山から白河l.Cまで弱30分
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熱もげ加 をメネ のノしノル ･お飯.循蓬併記 .免許
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2･繋熟議獲れ露理ぢみ!.
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老彰,鷺髪“き笙入れて古ころ!


